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認定こども園おとぎのくに認定こども園おとぎのくに
新園舎建て替え新園舎建て替え

　令和４年１月１日に始まった新築住宅購入支援金を
はじめとした町の移住定住施策の効果で、転入者が増
加しており、町では保育ニーズが高まっています。こ
のままでは、近い将来待機児童が発生してしまうおそ
れがあるため、認定こども園おとぎのくにの運営法人
である高陽福祉会が新園舎建て替えを進める運びとな
りました。町は、国の交付金を活用し、建て替えの費
用を補助します。
　それに先立ち、３月 29 日に保護者説明会が行われ、
前田元

げんしょう
照理事長は「園児が毎日通いたくなるような

魅力ある園舎にしたい」と新園舎にかける思いを述べ
ていました。

新園舎のポイント
０～１歳児室の面積拡大
２～５歳児室をそれぞれ２室へ増設

工事スケジュール（予定）
令和５年７月　着工
令和６年２月　竣工
令和６年３月　現園舎解体

新園舎新園舎 現園舎現園舎

ふとみ公園ふとみ公園

■問合せ　認定こども園おとぎのくに　（☎26－2353）■問合せ　認定こども園おとぎのくに　（☎26－2353）
　　　　　子ども未来課子ども係　　　（☎23－3024）　　　　　子ども未来課子ども係　　　（☎23－3024）

定員　　　 人増定員　　　 人増５０５０ (令和４年度比)(令和４年度比)

完成予想図完成予想図
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当別町クリーン農業協議会では当別町クリーン農業協議会では

　蕨岱で有機農業のお米を生産
し、当別町クリーン農業協議会の
会長も務める桧山雅一さんにお話
しをお聞きしました。

有機農業を始めて有機農業を始めて

ここに書ききれないエピソードや写真は
当別町ホームページ「現在を活きる＋

プラス
」

でご覧ください。

桧山 雅一桧山 雅一  さんさん

　先代の父から 40 年ほど前に農
場を継ぎ、平成 20 年から化学肥
料や農薬、除草剤などを一切使用
しない JAS 有機農業によるお米
の生産を行っています。
　有機農業を始めたきっかけは、
農薬を使用した際に自分自身が体
調を崩すなど体の異変を感じてい
たことや、平成７年に食糧管理法
が廃止され、政府への販売ではな
く個人での販売が可能となり、販
売経路の選択肢が増えたことで
す。また、お米を販売しているう
ちに、消費者の方が低農薬のお米
を求める気持ちが強いことに気付
いたことも１つの要因です。
　当初は完全な有機農業ではな
く、田んぼ一枚で農薬を減らして
スタートしました。出来上がった
お米で残留農薬検査をしたとこ
ろ、農薬や化学肥料の使用が少な
い特別栽培米としての一定基準を
クリアしていました。また、飲食

　有機農業は除草がとにかく大変
でした。本州の専門家に除草の指
導を受けましたが、本州と北海道
では気象条件が全く違うので、思
うようにはいきません。機械の導
入や情報収集、試行錯誤を繰り返
し、自分で納得する技術を確立す
るのに 10 年ほどかかりました。
　カメムシによる虫食いの被害も
多いので、色彩選別機を使って精
米をする前に選別し、虫食いのお
米を取り除いています。昔は、虫
が食べているから安心というイ
メージがあったかもしれません
が、今は見た目も味もクオリティ
を高くする必要があるので、ブラ
ンド化を図るためにも対応が必要
です。

苦労の日々苦労の日々

　昨年９月に、私が会長を務める
当別町クリーン農業協議会を設立
しました。メンバーは私を含めて
７人。国では、2050 年までに耕

有機の田んぼで除草した後の様子

店への販売経路も確保することが
できたので、本格的に有機農業に
取り組みました。

今後の目標今後の目標

地面積に占める有機農業の取組面
積の割合を 25％にするなどの目
標を掲げています。
　協議会では、学校給食に有機の
米・小麦・野菜・卵を取り入れる
など、まずは町民の方に食べても
らえるように、学校給食への食材
提供を進めたいです。

　消費者とつながることが大事だ
と思うので、生産者・消費者・流
通・行政など官民一体で有機農業
を広めることができれば面白いと
思います。
　現在、世界を相手とした市場に
将来性を感じており、世界中の人
と対話ができる仮想空間（メタバー
ス）上に、桧山農場のブースを作っ
てお米の販売サイトにつながるよ
うにしています。その中で、世界
中の人に当別のことを知ってもら
える一つのきっかけとなるような
お米を作りたいと考えています。

消費者が求めている消費者が求めている
お米を作りたいお米を作りたい

桧山さんが運営する
ホームページです
ご覧ください

桧山農場
https://www.riz-japan.com/


